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・社会安全委員会 

・「安全な国土への再設計」 
 支部連合ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

・安全問題研究委員会 
   BCP小委員会    

・地域防災計画 
  

・津波 
  

・液状化 
 

・原子力安全土木技術 
 

・地域基盤再構築 
 

・復興施工技術 
 

・復興創意形成（ＰＩｼｽﾃﾑ） 
 

・災害対応ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
 

・情報通信技術・・・ 
 

・放射線汚染廃棄物・・・ 

社会安全推進 
プラットフォーム 

東日本大震災 
フォローアップ委員会 常置委員会 連携 
特定テーマ委員会 

・コンサルタント委員会 
  

・海岸工学委員会 
  

・地盤工学委員会 
 

・原子力土木委員会 
 

・土木計画学研究委員会 
 

・建設技術研究委員会 
 

・コンサルタント委員会 
 

・建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会 
 

・実践的ＩＴＳ研究委員会 
 

・エネルギー委員会 

土木学会の平成24年度重点活動 



東日本大震災2周年シンポジウム 



未来永劫のテーマ 

官と民 
各省庁 

部内 

異業種 

同じテーブルで 
議論することが大事！ ※平成２４年１１月２４日 

日本学術会議主催学術フォーラム 

総合性を確保する －工学連携－ 
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隙間 隙間 

工学連携 

土木 

プロジェクト、社会全体を 

総合性を確保する －工学連携－ 
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事前防災の 
 取り組みへ 

総合化 

「想定外」は 
禁句？？ 

東日本大震災 

総合性を確保する －工学連携－ 

研究者は専門領域に固執 

想定外は想定可能か 

異分野の技術者研究者
と意見交換 
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日本工学会 
日本建築学会 日本機械学会 

電気学会 

土木学会 計測自動制御学会 

今後の検討課題 

•地域の定義と対象とする機能、目標 
•各学会の技術をいかに同じテーブルに乗せるか 
•ＷＧの作業のバックアップ 
•既存の概念にとらわれない発想 
（社会システムの基本と解離しすぎない） 
•「安全な国土への再設計」支部タスクフォース 
 との連携  

総合性を確保する －工学連携－ 

工学連携ワークショップに陪席して 
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☆原子力発電施設の設計基準
とシビアアクシデント基準 

☞活断層（破砕帯）の判断は、 
原子炉の安全設計とリスク管理がいかになされるか 
との関係で設定されるべきである 
 

☞工学・理学分野の縦割り 
・原子力安全の専門家は、地震動はその専門家から与 
えられる境界条件であるとの認識（中越沖地震） 
・土木学会の津波評価に原子力安全の専門家が深く関わって
こなかったのではないか（東日本大震災） 
・地震動と活断層、津波工学、原子力安全とシステム工学の専
門家の連携の場を機能させることこそ原子力規制委員会の使
命 

総合性を確保する －工学連携－ 

山口彰  
大阪大学大学院教授 
講演のまとめ 
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・テックフォース 
・リエゾン体制の強化 
・訓練された人材 
・それを可能にする組織 
・防災専門技術者 
 

 
①専門的立場から調査、研究、提言をくり返し、政策実現にあたって協力する 
★大切なことは、当事者になる姿勢である 
②技術者の育成 → 各種委員会活動を通してレベルアップ 
★共通のテーブルを設け、官、学、産の技術者が考え、行動する場を提供するのが学
会 
③情報共有システム → 進化型災害統合データベース 
★ 「安全な国土への再設計」プロジェクト、「百周年記念事業」 
★基本的な考え方は地域のみなさんとの協働 
支部活動の活性化のためのテーブルの 
メニューを周知、若手土木技術者交流サロン、研究発表会、ロータリークラブ 

人・行政 

・地域を熟知している地場企業の
存在と、育成（経営） 
→公共工事入札システムの改善 
・全国規模のゼネコン、一体となっ
た活動 
・日建連本部と支部の連携 
・支援を可能にするＢＣＰの再構築 

学会 

総合性を確保する －災害マネジメント力の強化－ 

建設産業 施
策 

産・官・学一体となっ
た対応、 
NPO法人は支援、 
大切なことは働く人
の支援が法律でなさ
れていること 
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社会資本整備を担う技術者、組織を育てる事を目指し総合評価制度が普及 
 
現状は、公平性及び結果に対する説明責任にこだわる余り、発注者及び受注者双
方に徒労感が生じ、又時として、あてっこゲームの様相が散見 
 
これに対して２封筒方式の採用、大ロット方式の採用、ＰＰＰ方式、ＣＭ方式等の試
行等が推薦されているが、これを通して、パーツの技術者からプロジェクト全体を
指揮できるマネージャー、棟梁を育てる事 
 
一方、いつどこに来るかわからない災害国日本の、地域の守り人である地場業者
の経営安定策 
 
・地域業者の再編に行政の指導力 
・建設機械、技術者の共有 
・地域出身技術者の評価 
・技術者を育てるため、大手ゼネコンとの共同受注を義務づける ＣＭ方式、ＰＰＰ 
・指名及び特命発注の再考 

総合性を確保する －災害マネジメント力の強化－ 

入札制度の改革 
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復興した青苗地区 

※出典：奥尻町 蘇る夢の島！北海道南西沖災害の復興と概要 

奥尻島  

復興まちづくり 

津波対策として 
設置された青苗川水門 

東日本大震災 

復興まちづくりの 
          創意形成に向けて 

合意形成が 

課題 

  

過疎化？ 

被災→復

興  

住宅の再配置だけでない、 

産業を含めた 

真の意味での復興へ 

※出典：東松島市ＨＰ 



是か否かの議論からの脱却 

※出典：３月13日 読売新聞朝刊 

燃料輸入コスト増、
巨額の貿易赤字 



土木学会創立100周年事業 

• 豊かなくらしの礎をこれまでも、これからも 
 社会インフラストラクチャーを通して 

 市民のくらしを豊かにすることに貢献する 

 そのために、創立100周年を機に 

 来し方を振り返り、往く末を見定める 

 

• 2014年11月24日に土木学会は創立100周年
を迎えます。 
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創立100周年事業 将来ビジョンの策定 方法論 
 

 

        目的、目標    Objective, Goal, Target 

      

        要件    Requirements 
 

        機能    Functions 

        道具    Instruments 

   （装置、制度、システム    Infrastructure, Facilities, System） 

市民のための工学 
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創立100周年事業 将来ビジョンの策定 フレームワーク 
 

        

        豊かなくらし・社会、国民福祉の向上 
 

          経済発展、安全確保、環境保全 
 

  輸送、治水・利水、エネルギー・上水供給、下水処理、通信、居住、生産 

  国防、治安、教育、医療、介護等 

     

  道路、鉄道、港湾・空港、河川、上下水道、電力、電信、住宅、工場等 

市民のための工学 
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ご清聴ありがとうございました。 
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